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	応用
	抗原情報
	背景
	オプシンは、グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）共役受容体スーパーファミリーのメンバーです。この遺伝子は、網膜の神経節細胞層およびアマクリン細胞層で発現する光受容オプシンタンパク質をコードしています。マウスでは、この遺伝子を発現する網膜神経節細胞の軸索は、視交叉上核および概日リズムの光同調に関与する他の脳核に投射しました。マウスでは、このタンパク質はGタンパク質シグナル伝達経路を介して一過性受容体電位（TRP）イオンチャネルに共役し、膜の脱分極および細胞内カルシウムの増加を介して生理的な光応答を引き起こします。このタンパク質は感覚光色素として機能し、光異性化酵素活性も有している可能性があります。ノックアウトマウスを用いた実験では、この遺伝子は光同調を減弱させるものの、完全に除去するわけではないことが示されています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。 [Ref提供] 注意：ここに示す配列はEnsembl自動解析パイプラインから得られたものであり、予備データとして考慮する必要があります。,機能：概日リズムの調節に必要な光受容体。瞳孔反射やその他の非画像形成性光反応に寄与する。共有結合したオールトランスレチナールを11-シスレチナールに異性化できる可能性がある。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。オプシンサブファミリー。,細胞内局在：特定の網膜神経節細胞の細胞体、樹状突起、および軸索近位部に認められる。,組織特異性：眼。発現は網膜の神経節細胞層とアマクリン細胞層に限定されている。,
	研究分野
	神経科学; 感覚系; 視覚系
	画像データ
	

	OPN4抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	OPN4 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	メラノプシンポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	メラノプシンポリクローナル抗体を用いたCOLO205細胞のウェスタンブロット解析
	

	メラノプシンポリクローナル抗体を用いた様々な溶解物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

